
取　扱　説　明　書

●本製品は、アルカリ乾電池専用です。マンガン乾電池や充電式乾電池は使
用しないでください。
●衛生上のトラブル予防のため、上水道の水または飲用可能な水以外を
使用しないでください。
●衛生上のトラブル予防のため、ノズルを体内に入れて使用しないでく
ださい。
●やけどの恐れがあるため、40℃以上のお湯を使用しないでください。
●強い衝撃を与えたり、分解・改造等はしないでください。
●水もれ防止のため、水を入れて携帯しないでください。
●保温機能はありませんので、ご使用ごとに水またはぬるめのお湯を入れて
ご使用ください。

使用上のご注意

安全上のご注意

トラベルトイレシャワー ご使用になる前に

充分な洗浄のために必ず単四形アルカリ乾電池をご使用ください。
電池のセット

主な仕様

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守り頂くことを説明しています。

禁止事項を明記してあります。
しなければならない行為を明記してあります。
指示通りに行ってください。

■お守り頂く内容を次の図記号で説明しています。

人が傷害を負う危険および物的損害の発生が想定される
内容を示します。

■誤った使い方をした時に生じる危害や損害の程度を説明しています。

●強い衝撃を与えたり、分解・改造等はしないでください。
　故障や事故の原因となります。

●乳幼児の手の届かない所に保管し、誤って使用しないよう注意してください。
　けがや事故の原因となります。

●本製品は、防水仕様ではありません。タンクとノズル以外の本体に直接水や熱湯を
　かけて洗わないでください。

●本体の汚れは固く絞った柔らかい布で水拭きしてください。
　洗剤やシンナー、ベンジン、アルコール等揮発性のものは使用しないでください。

●ノズルを体内に入れて使用しないでください。けがの原因になります。

●乾電池は電池の使用表示に従ってください。

●変色や変形の原因となるため、直射日光に長時間当てたり、熱気の近くに置かない
　でください。

禁止

分解禁止

必ず守る

各部名称

※破損防止のため、洗剤は絶対に使用しないでください。

●給水タンクに水またはぬるめのお湯を入れ、タンクと本体部をしっか
りと接続してください。

ご使用方法

給水の仕方

ノズルを引き上げてください。
前方もしくは斜め後方にセットしてください。
○ボタンを押すと強シャワーが噴射します。再度、○ボタンを押すと
シャワーが止まります。
または、○ボタンを押すと弱シャワーが噴射します。再度、○ボタン
を押すとシャワーが止まります。
シャワーの強弱の切替は○弱スイッチボタンを押したあと、○強ス
イッチボタンを押してください。
または、○強スイッチボタンを押したあと、○弱スイッチボタンを押
すと強弱の切替ができます。
ノズル先端部は、取りはずして 180°向きをかえて取り付け直すと
噴射向きをかえられます。

■噴射する水が弱くなったら、電池を新しいものに交換してください。
■温水を利用する場合は給水前にぬるめのお湯である事を確認
してください。
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洗浄の仕方 噴射向きの変え方

給水タンクを開け、残っている水を捨ててください。
水が完全に出なくなるまでスイッチを押してください。
ノズルを水洗いしてください。

ノズルの水気を拭き取り、折りたたんで本体に収納してください。
しっかりと水気を取ってから、本体を収納してください。

ご使用後は

１．
２．
３．

４．
５．

●ノズル穴や隙間に汚れが詰まった場合は、歯ブラシ等で掃除をしてください。
●本体は固く絞った柔らかい布で水拭きしてください。
※洗剤やシンナー、ベンジン、アルコールなどの揮発性のものは使用しない
でください。
●タンク内部は上水道の水または飲用可能な水で洗ってください。

お手入れ方法

●しっかりと水気を取ってから、本体を収納してください。

●給水フタをしっかりと閉めて使用してください。

●長時間使用しない場合や、消耗した電池は必ず取り外してください。
　（消耗した電池は液もれの恐れがあります。）

ご注意ください

■本製品は、防水仕様ではありません。タンクとノズル以外の本体に
直接水や熱湯をかけて洗わないでください。本体の汚れは、固く絞っ
た柔らかい布で水拭きしてください。

ご注意ください

使用時

本体部

ノズル先端部

ノズル
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給水タンク

○強スイッチボタン

○弱スイッチボタン

収納時
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L

電池カバー

ツマミ

吐水口

排気口

電池カバーのツマミを起こ
し、回し開けてください。
吐水口を上にした状態で、単
四形乾電池が図のようになる
ようにセットしてください。
本体●印と電池カバー▲印の
位置を合わせます。
奥まで押し込んでから、もう
一方の本体●印の位置まで電
池カバーを時計回しにしっか
り閉めてください。
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乾電池の取り外し時、セット
時には、必ずカバーなどに水
気がないことを確認し、作業
を行ってください。
電池やカバーが濡れていた場
合や、電池カバー内部（電池ボ
ックス内）に水が入ると、製品
の故障の原因となります。

※

電池カバーの取り外し方

電池セットの方向

電池カバーの取り付け方
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サ イ ズ

質　　量
材 質
ノ ズ ル 長
タンク容量

：収納時 φ47×159mm
  使用時 φ47×372mm
：約215g
：ABS
：約100mm
：約140ml
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吸 水 量

動 作 音
防水性能
電 源
付 属 品

：強モード時150ml／分　　 
  弱モード時110ml／分
： ≦約65dB
：IPX6相当
：単四形アルカリ乾電池×2本（別売）
：専用ポーチ
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